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私たちは、自分と他者のペットボトルを見分けるためのシュリンクデザインを考えま
した。このシュリンクラベルデザインは、他人とペットボトルが被り自分のものがどれ
なのかわからなくなるトラブルを解消します。ラベルの下部に印字されたアルファ
ベットの、自分のイニシャルをミシン目に沿ってめくることで自分と他者のペットボト
ルを見分けることができます。

自分と他者のペットボトルの銘柄がかぶる問題は生活の上で頻繁に発生します。こ
のような状況に陥った人々はペンやタグを利用し、それが自分のペットボトルだと分
かるようにマーキングします。このようにペットボトルには他人と自分のペットボトル
を見分ける方法が必要でした。しかし私たちの発明は、ペットボトルのラベルデザイ
ンだけで他人と自分のものとを見分けることを可能にします。このラベルデザインは
会議や集いなど、不特定多数の大勢が集まる場において活躍できます。
またコロナ禍において、誤って他者のペットボトルに口をつけることは経口感染を引
き起こす大変危険な行為です。私たちのラベルデザインはペットボトルの所有者に
迫るこのようなリスクを回避することができます。

・自分と他者のペットボトルを見分ける
・経口感染のリスク回避
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